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1 はじめに  

スポーツ競技の大会スケジューリングは，考慮すべ  

き制約の増加と共に複雑化するため，従来の関係者に  

よる手作業から最近では，競技団体からの依頼でOR  

の研究者が研究を行うことが増えている・［2，3，5］   

制約には例えば，競技施設数，チーム間の公平性，TV  

放映スケジュール，チームの移動コスト地域の要請  

等がある．   

本研究は，総当たり戦を6回ずつ行う日本アイスホッ  

ケーリーグ1を例にとり，一連のスケジューリング作業  

を組み合わせ最適化問題として定義し最適化する実験  

である．  

ンクで何回行うか”のみを決定し，目的関数で移  

動コストの最小化を図る．次に、各試合を第1段  

階で得られた回数分，試合可能日に割り当るスケ  

ジュー リングを行い、目的関数で各チーム毎にア  

ウェイの連続で加算されるペナルティの最小化を  

図る．   

期間分割法シーズンの全体期間をいくつかに分割し、  

それぞれの期間毎にスケジューリングを行う。“6  

チームの総当たり戦15試合を，それぞれ何日に  

どこのリンクで行うか”を決定し，目的関数で総  

移動コストと，各チーム毎にアウェイの連続で加  

算されるペナルティの最小化を図る．最後に各期  

間の結果を統合してスケジュールを完成する。  

本発表では，より細かな制約を加えることのできる  

期間分割法によるスケジューリングについて報告する．  2 日本アイスホッケーリーグ   

第34回日本アイスホッケーリーグ［1】は，参加6チー  

ム，13ケ所の会場で，10月16日から3月5日の水，土，  

日曜日の37日間で行われた．毎年持ちまわりで幹事  

チームとなりスケジュールの原案を作成し，各チーム  

と連盟の代表者で組織する運営委員会で審議し決定す  

る．現在，スケジューリングは，完全な手作業による  

もので，原案を作成するだけでも3日間を要すと言う．  

4 定式化  

4．1 表記法  

決定変数   

｝うr9＝ 

〈三  

変数  

：J日にリンクγでゲームタを行う  

：O亡んeγひ五βe  

3 モデル化   

，JIHLに何度か取材を行い，実際のスケジューリン  

グで考慮されている制約をモデルに取り入れ，JIHL  

と同様に，移動コストの最′J、化及び，アウェイゲーム  

の連続抑制に最も重点をおくことにした．また，2次  

割当問題となるのを避けるため，必ずホームへ一度戻  

ることを前提としている．   

実用的時間内に解ける程度にまで問題を縮小する必  

要がある。本研究では次の二つの方法を実験した．   

段階分割法スケジューリングを2段階に分けて行う．  

まず第1段階として、“6チームの総当たり戦15   

試合を，それぞれ何曜日（水，土，日）にどこのリ  

β： 全チームの集合  

∴＝ 
二  

1：西武 2：王子  3：コクド  

4：雪印 5：クレインズ 6：日光  

J： 試合可能日の集合J＝（l・・・37）  

Jlγ： Jの内，水曜日のみを集めたもの  

J5： Jの内，土曜日のみを集めたもの  

J： 水，土の集合 ．J＝J〝リノg  

G‥  総当たり戦の集合（全対戦）C＝（1，…，15）  

C。： チームeが行うゲームの集合 ∀e∈β   

尺： 使用予定のリンクの集合  

1：集結戦リンク 2：帯広  3：盛岡  

4：長野  5：名古屋 6：神戸  
7，8：対戦する2チームの各ホーム   

R＝  

虎： 集結戦リンクを除いたリンクの集合 丘＝R⊥∪尺〃  

月エ： 地方リンクの集合 Rん＝（2，3，4，5，6）  

R〃： 各チームのホームリンクの集合 兄上J＝（7，8）   

lJapanIceHockeyLeague‥JIHL  

－254－  
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データ  

Cタr ‥ゲームタをリンクrで行う場合の移動コストの和  

（両チーム1人ずつ、片道分を算出）  

Ⅳ上。r：チームeが地方リンクrで行う回数  

〃Aタ：集結戦1においてゲームタを行う回数  

チームeにとってリンクrで行うゲームgについて：  

A。gr：（物理的）アウェイゲームを示す  

ナナ。クー ‥（ルール上）ホームゲームを示す  

5 JIHI」へのヒアリング   

既に実験が終了している段階分割法の結果について，  

実際の現場に携わる方々の反応を伺いたいと思い，平  

成12年1月18日火曜日，幹事チームであるコクド2を  

訪れた．   

関係者の方々は数理的手法に強い関心を示していた  

だき，また実用化されるには，特にチーム間のバラン  

ス（公平性）について再検討が必要と分かった．  

4．2 定式化：第1期間  

3期間に分割した第1期間について示す．  

min 2∑∑∑cタr・lうrg  
J∈ブタ∈Cγ∈尺  

6 スケジューリング結果   

完成したスケジュールは発表時に報告する．  

∑r招∑g。。e∑‡三£Ae亡r・り，・タ  
〃J－4  

∑   
ん＝1  

＋∑   
e∈β  7 今後の展望   

現在，．丁IHLへのヒアリングで提案された“各チー  

ムのホームゲーム数を揃える”，“各対戦の試合間隔を  

バランスよく配置する”，といった残る課題を解決する  

ために期間分割法での実験を進めている．段階分割法  

に比べ，チーム間のバランスに対する制約を扱い易く，  

解の質も更に向上することが期待できる．  

∑r。尺∑タ∈。e∑‡三言Ae‘r・りrタ  

S．t．  

∑∑11rg＝2  ∀タ∈C  

J∈Jr∈月  

∑∑∑－1r9＝5      j∈ノ 
ダ∈Ce r∈月  

∑∑二 ∑ン㍍≦1  
J∈∫タ∈C。r∈尺ん  

∑∑∑l；叩＝12  
J∈J5タ∈C－・∈月  

∑∑二 ∑〝かlうータ≧1  
J∈∫9∈Ger∈尺〃  

∑11r9≦l  
9∈C  

∑lう叩≦3  

g∈C  

∑∑≠・タ≦1  
g∈Ce T・∈月  

∀e∈β  

∀e∈β  

∀e∈β  

∀e∈β  

∀J∈JⅥ′，∀γ∈尺  

∀j∈J5，∀r∈虎  

∀e∈β，∀j∈J  
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4．3 最適化・デコード  

市販の最適化ソフト（IndustrialLINDO5．3＝DEC  

AlpllaOSF）を用いて解を得る．   

更に，変数とその値等が並べられているLINDOの  

出力結果を，変数と値からチーム名，リンク名，日付等  

に変換し表形式で出力するための変換用のプログラム  

に通す．  
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